
平成 28年度 やよいの里 事業計画評価 

【事業目標／事業方針】 

事業目標 事業方針 

利用される方を主体とし、その人らしい生き方

を支えます 

○研修計画に基づき苑内研修や外部研修を実施

し、ケアの標準化及び介護職員の資質向上に

努めます。 

○重度化・看取りへの対応を考慮し、健康面の

確認及び各機関との連携がより密に行えるよ

う、ケース会議で事例検討や研修等によるス

キルアップに取り組みます。 

○適宜、地域包括支援センターや市との連携を

図り、よりよいサービスが提供出来るよう努

める。 

総評 

○研修計画に基づき苑内研修を実施しています。また在宅職員勉強会では、研修内容に応じ自己

研鑚として看護職員への参加も促しています。介護と看護の協働の意識を高め、職員全体とし

てケアの標準化に努めました。また個別の目標計画に沿って指導を実施しています。 

○毎日のミーティングにて日々の状況を話し合い、適切な対応について職員間で検討行っていま

す。特に医療面の状況確認を密にし、家族や医療との情報共有を図っています。 

事業目標 事業方針 

地域との連携を図ります ○運営推進会議等を活用し、災害時等における

地域との連携・協力ができる体制づくりに取

り組みます。具体的には地域の方と一緒に防

災訓練に取り組むことを目標とします。 

○法人の地域貢献事業計画に基づき、法人とし

て活動を行います。 

総評 

○地域密着型サービスの事業所として地域活動への積極的な参加に努め、公民館祭りや地域のお 

祭りなど催し事、自治会活動への積極的な参加に取り組みました。また、有事の際などにおけ

る自治会との協力体制の基盤作りとして、運営推進会議等にて地域における福祉避難所の在り

方について助言頂いています。法人避難訓練の際には、自治会長に事業所の防災体制や福祉避

難所としての機能についてご説明しています。 

○自治会清掃活動や自治会総会、新年会に出席させて頂くなど、地域との繋がりを深めています。

また自治会の方に普通救命講習開催のチラシを回覧させて頂いています。ご参加頂きました。 

○認知症の啓発活動に参画。地域の方に認知症の理解を深めて頂いています。 

○ご利用者が住み慣れた地域での生活を継続出来るよう、個々の生活に応じ、図書館や買物など

の外出を実施しています。 

  


